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子ども図書館連絡先

林怜子 ０９０－３７１５－９１１７
福田孝男 ０９０－１０２５－５１５１
小山秀樹 ０８０－１４９５－８２２８

山中比叡平

子ども図書館だより
2018年12月17日発行 (第５号）

「子ども図書館」の蔵書は
3000冊を超えました！

子ども図書館には地域の多くの皆さんのご
協力＝図書の寄贈のおかげで、12 月 4 日現在
で蔵書数が 3000 冊を超え、3068 冊になりま
した。
子ども対象（ゼロ歳から小学校高学年）の

本が主ですが、中高校生や成人でも楽しめる
本も入っています。
毎週日曜と第４土曜、13：30 ～ 16：30 に

開館しています。大人の方の来館も大歓迎で
す。一度立ち寄ってみて下さい。
場所は木下美術館前のバス通りを南に一筋

にある南自治会館の中です。
木下美術館

←バス通り

南自治会館

子ども自治会館

12月～1月子ども図書館 開館予定
丸印が開館日（13：30～ 16：30）

日 月 火 水 木 金 土
１

② 3 ４ ５ ６ ７ ８
⑨ １０ １１ １２ １３ １４ １５
⑯ １７ １８ １９ ２０ ２１ ㉒
㉓ ２４㉕㉖㉗ ２８ ２９
３０ ３１

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

⑥ ７ ８ ９ １０ １１ １２
⑬ １４ １５ １６ １７ １８ １９
⑳ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ㉖
㉗ ２８ ２９ ３０ ３１

このお話はグリム童話の物語の一つです。
ある男がロバを飼っていました。 このロ

バは何年も疲れ知らずに麦の袋を風車小屋
まで運びましたが、力がなくなってきて、
だんだん仕事に適さなくなってきました。
それで主人は ...
入場に年齢制限はありません。小さい子

から大人まで楽しめる影絵です。ご来場を
お待ちしています。
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どの本よもうかな？

『クリスマスの本』10冊

12月の子どもの楽しみと言えば『クリスマス』
でしょうか。クリスマスの本、たくさんの絵本
が出版されています。子ども図書館から 10 冊紹
介しましょう。

①『サンタクロースと小人たち』
マウリ・クンナス作
偕成社 ９４９マ

北欧の村で、大勢の小人たち
と一緒に生活し、プレゼント作
りに励むサンタの一年間を楽し
く描きます。フィンランドの人
気作家の絵本。

②『子うさぎましろのお話』
ささだたづ作 ポプラ社 ９１３タ

③『１２のつきのおくりもの[スロバキア民話）』
内田莉莎子作 福音館 ３８８ウ

④『１９９３年のクリスマス』
レスリー・ブリカス ほるぷ出版 ９３３ブ
「わしのつとめはあたたかい心をくばること。
けれど、むかしにくらべ地球は旅行がしにくく
なったわい」。たった１日で世界中にプレゼント
をくばらなくてはならないサンタクロース受難
の物語。

⑤『ぐりとぐらのおきゃくさま』
なかがわりえこ作 福音館書店 ９１３ナ

⑥『サンタおじさんのいねむり』
ルイーズ・ファチオ 偕成社 ９３３フ

プレゼント配りの途中で眠ってしまったサン
タさんの代わりに、森の動物たちが大活躍! 善
意の暖かさがほのぼのと伝わる絵本。

⑦『クリスマスソングブック』
児島なおみ リブロポート ７６０コ

⑧『サイレントナイト クリスマスソングブック』
ベリンダ・ドウンズ 評論社 ７６０ド

⑨『クリスマスのおくりもの』
コルネリス・ウィルクスハウス

講談社 ９５３ウ

⑩『きんのたまごのほん』
マーガレット・ワイズ・ブラウン

童話館出版 ９３３ブ
むかし、あるところに、いっぴきの小さいお

すのうさぎがいました。うさぎは、ひとりぼっ
ちでした。あるひうさぎは、たまごをみつけま
した。そのたまごのなかで、なにかうごいてい
る音がきこえました。なんだったのでしょう。

上の２枚のイラストには５つのまちがいが
あります。いくつ見つけられるかな？


